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議  第 5 4 7 号 

令和６年 11 月８日 

 

民生病院常任委員会審査概要報告書 

 

                              委員長 筏井 哲治 

 

Ⅰ 開催年月日  令和６年 10 月 18 日（金） 

Ⅱ 会 議 時 間  午前 10 時 00 分～午前 10 時 17 分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎筏井 哲治  ○梅島 清香  山上 尊士 

林  貴文   石須 大雄  坂林 永喜 

薮中 一夫   曽田 康司  狩野 安郎 

（◎…委員長  ○…副委員長） 

        〔議 長〕 本田 利麻議長は公務のため欠席 

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

（福島市民病院長、上森福祉保健部次長が公務のため欠席） 

        〔委員外議員〕 なし 

        〔事務局職員〕 高嶋 史恵  島田  輝  堀  泰平 

        〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

１ 報告事項について 

〈 当局から、次の報告・説明があった。 〉 

 

〔生活環境文化部〕 

◦ カラス撃退レーザー装置によるカラス追い払い実験について 

 

〈 委員から、次のとおり質疑等があった。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

 【カラス撃退レーザー装置によるカラス追い払い実験について】 

  〇 今回カラス撃退レーザー装置を活用した実証実験を実施するに至った経緯は。 

  △ これまでも録音音声の利用や住民の方々と連携した夜間見回りなどにより、電線

に止まっているカラスの追い払いを行ってきたところである。こうした取組の結果、

カラスが一定程度減少する効果が認められたものの、ふん害という点では、住民の

方々が満足する結果には至らなかった。新たな試みを調査する中で、山陰パナソニ

ック㈱が開発したカラス撃退レーザー装置が、牛舎内でのカラス追い払いに非常に

効果があることが分かり打診したものである。今回１台を１か月間無償で貸し出し
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ていただいたため、この期間内にできる限りの検証を行って効果を調べたい。 

  〇 今回レーザー装置をいせや呉服店に設置し、北陸銀行㈱高岡支店周辺にレーザー

を照射しているが、設置したことにより、地域の方々からどのような声が寄せられ

ているのか。 

  △ 北陸銀行㈱高岡支店では、職員の方が毎日のようにカラスのふんの掃除をしてい

たが、レーザー装置を設置後、掃除をしなくてもよくなったとお礼の電話がかかっ

てくるほど効果があった。環境政策課の方でも２、３日に一度、職員がレーザー装

置の電池交換の際に現地を確認しており、全くのゼロにはなっていないものの、ふ

ん害の減少にかなりの効果があると考えている。今回の実証実験の結果を踏まえ、

地域の方々の意見も伺いながら、今後の導入について検討していきたい。 

  〇 今回レーザー装置を１台のみ設置したとのことだが、何台ほど設置されれば効果

があるのか。 

  △ レーザーが当たる部分にしか効果がないため、広いエリアに効果があるものでは

なく、顕著に被害が発生している箇所を対象に活用する機器であると考えている。 

  〇 実証実験前後に撮影した写真を見ると、道路や歩道の美観だけでなく、歩行者に

ふんが当たる危険性が減少する効果もあると思われることから、地域の方々ととも

に積極的な活用策について検討していただきたい。（要望） 

  〇 レーザー装置を導入する場合、１台あたりどのくらいの費用がかかるのか。 

  △ 取扱い業者の実績によると、１台あたり 20 万円から 30 万円ほどの価格設定とな

っている。また、いせや呉服店への機器の設置費用は約５万円となっており、ラン

ニングコストとして電気料金がかかってくる。なお、いせや呉服店と北陸銀行㈱高

岡支店とは直接の関係がないため、今回の実証実験では、電池式のものを使用して

いるが、電池交換が不要なＡＣアダプター式のものもある。 

  〇 レーザーが当たる部分に効果があるため、例えば観光地や民間など、カラス被害

で困っているエリアに対して、スポット的に対応することができると考えられる。

例えば有償で貸出しとするなど、今回の実証実験の結果を踏まえ、今後の活用方針

について、いろいろと検討していただきたい。（要望） 

 

〔消防本部〕 

◦ 令和６年秋季火災予防運動の実施について 

 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

２ その他 

 ◦ 次回の本委員会の開催について 

令和６年 11 月 15 日（金）午前 10 時に開催することが報告された。 

 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

〈 当局から、次の報告・説明があった。 〉  
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〔生活環境文化部〕 

◦ 高岡市美術館開館30周年記念シンポジウム及び第53回高岡市芸術祭の開催について 

 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 



 

 4 

民生病院常任委員会 当局説明員（２８名） 

生活環境文化部長 二 塚  英 克 市民病院長 福 島  亘 

生活環境文化部理事 長 久  洋 樹 市民病院事務局長 柴 田  文 夫 

生活環境文化部次長 

参事 
山 本  真 弘 総務課長 中 保  哲 憲 

生活環境文化部次長 

 地域課長 
大 野  洋 靖 医事課長 池 守  凡 子 

市民生活課長 松 本  武 司    

環境政策課長 室 谷  智 消防長 浦 島  章 浩 

文化国際課長 吉 本  恭 子 消防本部次長 有 澤  智 文 

男女平等・共同参画課長 竹 内  文 雄 
消防本部次長 

総務課長 
布 橋  隆 男 

市民課長 布橋 みちる 予防課長 田 中  秀 和 

  警防課長 春 日  裕 治  

福祉保健部長 戸田 龍太郎 通信指令課長 沙魚川 文春 

福祉保健部次長 上 森  智 美   

福祉保健部次長 

 こども家庭センター長 
長 谷 川  聡    

社会福祉課長 関 原  総 臣    

社会福祉課 

福祉連携推進室長 
大野 美喜子   

子ども・子育て課長 

保育・幼稚園室長 
森 川  朋 子   

長寿福祉課長 徳 市  直 之   

保険年金課長 尾 崎  正 和   

健康増進課長 竹 田  裕 子   


